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冨井 忠雄 

10 月 27 日（木）晴れ 72 名+3 名近大生 

佐保台小児童による脱穀。これで 6 月の田植

に始まる稲作体験学習が終了。お礼の気持ちと

して児童による「南中ソーラン」が披露された。 

里山 G は No.18 区画の里山林内整備、草刈

り。エコ G は佐保台小の脱穀と籾摺り、芋ほり

イベントの準備。景観 G は佐保自然の森竹林整

備と里山 G との打合せ。花班は自転車道沿い花

壇の草引き。ビオ班は近大生による田貝の生育

調査、西池の草刈りなど。パトロール G は観察

路 2 コースのパトロール、A 地区の橋の付け替

えなど。果樹 G は真砂土の運搬と除草。 

 

10 月 29 日（土）晴れ 26 名+97 名（参加者） 

佐保台小学校放課後教室の芋掘りイベント

を実施。参加人数は過去最多数記録となった。 

 
 

11 月 3 日（木）晴れ 57 名 

 参加者が少ないのは祝日のせいか？  

10 月の各イベントの報告と協力に対するお

礼が述べられた。 

里山 G は佐保自然の森竹林整備、倒木玉切、

薪割りなど。エコ G は芋掘り畑の跡片付け、菜

の花、小松菜の移植。景観Ｇは佐保自然の森竹

林整備。花班は自転車道沿い花壇のフクロナデ

シコの移植など。ビオ班は湿地内に水路を掘り、

泥上げ。パトロールＧは観察路の丸太階段補修、

Ａ地区の竹の伐採と橋の作り替えなど。果樹Ｇ

は真砂土の運搬と除草などを行う。 

11 月 10 日（木）晴れ 66 名 

景観 G が中心となって、協働活動として、佐

保自然の森の竹林整備を行う。またアダプトプ

ログラムを実施。鈴木さんから奈良学クイズの

景品が提供された。 

里山 G と景観 G は佐保自然の森竹林整備。

エコ G は玉葱苗の植付け、落花生、人参などの

収穫。花班は協働活動の後、自転車道沿いのム

ラサキハナナの移植。パトロールＧは協働活動、

アダプトプログラム、観察路 1 コースのパトロ

ール。果樹Ｇは協働活動と実りの森除草。 

 

11 月 17 日（木）晴れ 72 名+近大生 3 名 

県により四阿への通路改善のために約５ｍ

の樹脂製溝蓋が設置された。 

里山 G は No.18 区画の枝葉整理、チッパー

処理、コナラの伐倒など。エコ G は玉葱苗の移

植、大根などの収穫。果樹 G は佐保自然の森竹

林整備。花班は山野草園の草引き。ビオ班は西

池水生生物調査、近大生による田貝の調査、西

池北側の法面補修。パトロールＧは観察路２コ

ースのパトロール、樹木銘板制作、BC 前の溝

蓋固定など。果樹 G は梅林のイチジク、こんに

ゃくのネット除去と移植、実りの森の除草など。 


